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	PDFelement 6 Pro レビュー － OfficeソフトとPDFの相互変換が簡単！高度なフォーム機能も！多機能なPDF編集ソフトを試す（実機レビュー）	
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こんにちは、ウインタブ（@WTab8）です。今回は珍しくデスクトップソフトウェアのレビューとなります。一言で言うと「PDFファイルの作成や編集ができるソフトウェア」ということになるんですが、それだけではなく、非常に多くの機能を持っています。ご存知の通り、ExcelやWordといったOfficeソフトはPDF形式でエクスポートができますので、特にPDF作成用のソフトウェアは不要ですし、その程度ならフリーソフトで十分ですよね。また、PDFの編集すらフリーソフトで事足りる、という人もいるでしょう。

スポンサーリンク







私は日常の仕事でPDFを活用しているほうではないのですが、このソフトウェアのレビューにあたり、「どうやって活用するのか」ということを考えながら取り組んでみました。
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1.ソフトウェアの概要

「PDFelement 6 Pro」はフリーソフトではなく、税込み9,980円の有料ソフトです。もちろん「体験版」的な位置づけの無料版も用意されていますので、まずは無料版でいろいろ試してみるというのでもいいと思います。おもな機能は「PDFの直接編集と注釈、OCR処理、PDFの変換と作成、そしてPDF保護、フォーム機能など」ということなのですが、機能もさることながら、このソフトウェアが優れているのは、



この画像のように、ExcelやWordなどMicrosoft Officeによく似たUIを採用していることです。PDFの編集とか作成とか、そういうことをあまり意識せず、あたかもWordの編集をしているような感覚で作業ができてしまいます。このソフトウェアの機能は非常に盛りだくさんなので、この記事で全てを紹介することはできませんし、私自身、短時間の試用でこのソフトウェアの全機能を試すなんてこともできませんので、今回は「Officeを使っているかのような気持ち」で、いろいろなことを試してみたいと思います。

2.インストール



ではさっそくインストールしてみます。Wondershareの公式サイトにアクセスすると、上の画像のような画面が出ますので、「無料体験」のアイコンをクリックします。もちろんいきなり製品版を購入する場合はその右にある「購入する」のアイコンでもいいです。アイコンを押すとすぐにダウンロードが始まります。



ダウンロードしたインストーラー（pdfelement6-pro_setup_full3034）をダブルクリックすると、あとは勝手にインストールしてくれます。インストールにかかる時間はPCのスペックによって異なりますが、そんなに長時間ではありません。



起動してみましょう。

3.使ってみる

ウインタブは個人向け製品を中心に紹介するサイトなので、「このソフトウェアをどんな状況で使えばいいんだろう？」ということを少し考えてみました。思いついたのが「Officeが入っていないPCにPDFelement 6 Proをインストールし、あたかもOfficeのファイルを編集するかのようにPDFファイルを編集する」、あるいは「WordやExcelからPDFファイルを作成したが、それを実際に使う（顧客などに提出する）修正する必要があり、手っ取り早くPDFを直接編集する」という利用シーンです。

Wordで試してみる



まず、ウインタブの過去記事を1本まるごとWordで再現してみました。このWordファイルをもとに作業していきます。



PDFelement 6 Proを起動します。起動直後はこのようなメニューが表示され、用途に応じたアイコンをクリックします。今回は「Wordファイルを編集する」というのが目標なのですが、PDFelement 6 ProはWordファイルを直接開けます。開けるんですけど、「PDF化してから」です。つまり、ユーザーは直接Wordファイルを開いた（上の画像では「PDF作成」というアイコンを押します）つもりなんですが、ソフトウェア側でPDF変換してから開く、ということです。また、Wordファイルを直接開けるのは「そのPCにWordのソフトウェアがインストールされていること」が条件です。

今回の設例では、「Officeが入っていないPCにPDFelement 6 Proをインストールし、あたかもOfficeのファイルを編集するかのようにPDFファイルを編集する」ということになっていますが、この設例通りだとWordのファイルを開くことができません。なので、Officeが入っているPCで作業したら、いったんPDF化（Wordの印刷機能でPDF化できます）してからOfficeが入っていないPCにファイルを移す、という手順が必要になります。ちなみに、ストアアプリの「Word Mobile」がインストールされているPCでも無理でした。Wordファイルを開けるのは製品版のWordが入っているPCである必要があります。



では作業用のWordファイルを開いてみます。開いたファイルはPDF形式なんですけど、PDFelement 6 ProのUIがOfficeによく似ていることもあり、これがPDFである、ということをあまり意識しません。



画面の左上を拡大してみました。Officeにそっくりですよね？ファイルを編集するには上の画像の左側にある「編集」アイコンをクリックします。



そうすると編集が可能になるのですが、これ、ものすごく簡単です。ユーザーが「簡単」と感じるということはソフトウェア側でかなり高度な処理をしている、ということになると思いますが、要するに「編集したい箇所をマウスでクリックするだけでその部分がアクティブになり、Wordを大差ない使い勝手で編集が可能」ということです。

画面の右側にプロパティウィンドウも立ち上がり、テキストであればフォントの種類やサイズ、太字、文字色など、非常に自由度が高い編集が可能です。さすがにUIはOfficeと全く同じではありませんが、感覚的にはほとんどOfficeと同じように、簡単に編集が可能です。



画像の編集も可能です。リサイズとか回転がマウスのドラッグ操作で簡単にできます。



WordにはWebサイトへのリンクを張っていたのですが、PDF化するとそのリンクは反応してくれません。なので、リンクを張り直してやる必要があります。リンクを張りたい部分をマウスで選択し、上部メニューの「リンク」アイコンをクリックします。



ダイアログボックスが出ますので、そこにリンク先のURLを記載（コピペ）します。また、画像を見ていただければわかると思いますが、リンクは「同一文書内でのジャンプ」と「Webサイトへのリンク」の両方が可能で、リンクテキストの編集もできます。

スポンサーリンク









こんなふうにリンク箇所を黄色で囲んでみました。もちろんリンクはちゃんと機能しましたよ。

一通り編集が終わったらファイルを保存します。まずはPDF形式のまま保存してみます。



保存先は使っているPCのローカルストレージとクラウドが選べます。クラウドで選べるのは「Dropbox」「Evernote」「Google Drive」の3つで、残念ながらOneDriveは選べません。



無料版のままだと、作成したPDFファイルに「透かし」が入ります。無料版は「お試し」的な性格のものなので、下記の制約があります。

●PDFファイルを編集し保存すると、PDF ファイルに透かしが追加される

●PDFファイルを変換する場合、毎回半分のページ数まで、最大5ページに限定

●Pro版でOCR実行後のPDFファイルを保存できない

●Pro版のバッチ処理では最大リスト二番目のファイルまで処理可能

次に、作成したPDFファイルを「Word形式」に戻してみます。なお、ここからの作業はライセンスキーを入力した製品版で行います。そのため、透かしなど無料版の制約はありません。



こちらのメニュー画面から「PDF変換」を選んでもいいですし、編集作業を終えてファイルを保存する際に「変換」というメニューがでますので、そこで変換しても大丈夫です。

クリックで拡大します


左側が元からあるWordファイル、右側がPDFelement 6 ProでいったんPDF化して編集し、再びWord形式に戻したファイルです。比べてみればわかりますが、若干フォントの表示が乱れています。個人用の資料であれば問題ないと思いますが、お客さんとか、自分以外の人に見せるとしたら、このままでは少し厳しいですね。ただ、Wordの場合、フォント表示程度なら比較的短時間で修正ができますので、実用性に問題があるというほど大問題でもありません。画像などは乱れることなく表示されました。

ただ、「Word職人」が罫線をたくさん使うとか、非常に凝った装飾をしているとかの場合、今回のテストよりも表示の乱れが大きくなる可能性がありますすので、その点はご注意ください。

Excelで試してみる



次に、Excelを試してみます。上の画像のような簡単なサンプルファイルを作ってみました。



Excelの場合、「どちらでPDF化するか」が重要になっています。この画像は「Excel形式のままPDFelement 6 Proでファイルを開いたもの」です。ご覧の通り、罫線が一部消えてしまっています。



こちらは「ExcelでPDFを作成し、それをPDFelement 6 Proで開いたもの」です。この場合、表示は全く崩れません。今回の設例では「OfficeがインストールされていないPCでPDFelement 6 Proを使う」ことにしているので、このパターンで作業することになるでしょうから、それなら表示崩れの心配は大きくありません。

セルごとの編集が可能で、この程度であればWordの編集と同じように簡単にできます。しかし、数式は無視されます。なので、一部のセルの数値が誤っていて、それを修正する場合、修正したセルを参照する「合計値」などのセルがある場合、そのセルも手修正となります。なので、Excelの本来の機能である「表計算」ができません。見た目は同じでも単なる「表」になってしまいます。複雑な修正をするのは危険ですね。

充実したフォーム機能

今回のレビューでは、「Officeファイルの編集」を試していますが、PDFelement 6 Proの真骨頂は「フォームの追加と編集」だと思います。



豊富な「フォーム追加」のメニューがあります。「テキストボックス」「チェックボックス」「ラジオボタン」「コンボボックス」「リストボックス」「プッシュボタン」など、Excelに近い機能があり、「見た人にアクションを求める」PDFファイルを作ることが可能です。



先程のExcelファイルにコンボボックスを追加してみました。



フォームに割り当てることのできる機能は豊富です。Javascriptまで割当が可能です。今回は試しませんが、例えばPDFファイル上に「プッシュボタン」を追加し、それを押すと指定したメールアドレスにメールを送信する、という操作も簡単にできます。

PDFファイルでアンケートをとったり、招待状の出欠をとったりと、顧客や友人とのインタラクティブなコミュニケーションが可能、という点が素晴らしいと思いますし、PDFelement 6 Proを使うのであればこの機能を使わない手はありませんよね。

4.まとめ

今回の設例の場合、下記の点に注意する必要があります。

●Officeが入っていないPCの場合、PDFelement 6 ProはOffice形式（WordやExcelなど）のファイルを開くことができないので、他のPCでOfficeファイルを編集したい場合は、あらかじめPDF化しておく必要がある。

●PDFelement 6 Proで編集したPDFファイルを再びOffice形式に戻す場合、多少表示の乱れが出る。そのため、顧客用など、外部に向けての資料の場合、OfficeがインストールされているPCで、表示を整えるための作業が必要。

これらを踏まえると、PDFelement 6 Proでの作業は、「完成手前のOfficeファイルをPDF化してPDFelement 6 Proで最終の編集を行い、PDF形式のまま保存し、資料化する」という手順がいいと思います。PDF形式のままであれば表示乱れは発生しませんので、外部向けの資料として十分使えると思います。

また、「フォーム機能」は秀逸です。正直言って、私のスキルではこの機能を完璧に使いこなすのは難しいくらいです。ただ、PDFファイルの配布相手に何らかのリアクションを求める必要がある場合、これほど強力な機能はないでしょう。PDFファイルなので受け取った側は特別なソフトウェアは必要ありませんし、PDF形式のまま返事を出せるというのは素晴らしいです。また、多機能と言っても、アンケートの回答をしてもらうとか、確認メールを出してもらうとかの操作を割り当てる程度であれば全然難しくありません。

PDFelement 6 ProはWondershare公式サイトで無料版、有料版ともダウンロード可能で、有料版の価格は年間更新ライセンスが税込み8,280円、永久ライセンスが9,980円です。私は仕事の関係で多数の顧客とコミュニケーションを取る機会はそれほど多くありませんが、懇意にしている顧客にはPDFelement 6 Proのフォーム機能を使って、コミュニケーションを楽しんでみたいと思いました。

5.関連リンク

PDFエレメント：Wondershare公式サイト

↓ Wondershareによる紹介動画
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					pCloud － スイス発の「買い切り型」クラウドストレージ、バレンタインデー限定セールで「ひとつ買えば無料でもうひとつ！」				
			

		
		
			珍しい「買い切り型」のクラウドストレージサービスを展開するpCloudが、バレンタイデー限定セールを開催中です。「ひとつ買えば無料でもうひとつ」というオファーで、2TBが4TBに、10TBが20TBになりますよ！まずは10GBまで使える無料プランで使い勝手を試してみてください。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					楽天ドライブ － 無料で最大10GBまでのクラウドストレージとWeb版のMicrosoft 365が利用可能、楽天IDで使えます				
			

		
		
			楽天IDで利用でき、無料で最大10GBまでのクラウドストレージが使える「楽天ドライブ」がサービス開始です。有料プランもありますが、まずは無料プランで使い勝手を試してみるといいでしょう。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					PicWish レビュー － AI技術を活用した 画像加工編集ツール、ブラウザー上での操作もアプリでの操作も可能、AI画像生成もできます				
			

		
		
			AI画像加工編集ツール「PicWish」のレビューです。AIを駆使した画像の高画質化や白黒写真のカラー化、AI画像生成に加え、JPG変換やOCR変換といった非常に多くの機能が使えるツールで、ブラウザーでもアプリでも操作が可能です。また、クレジット制をとっており、比較的低い出費でフル機能を試せるのもうれしいですね。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					Chrome拡張機能「ネッコサーフィン」－ マウスカーソルにネコがじゃれつく！全世界のブラウザに導入必須の拡張機能				
			

		
		
			ネコ好きの人は必見！Chrome拡張機能「ネッコサーフィン」をご紹介します。…実用性はないです…。ただ、PCを使っているとネコに邪魔されるだけ…。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					HitPaw Photo AI レビュー － ワンクリックでぼやけた画像を鮮明に！AI画像生成や背景の削除もできます				
			

		
		
			AIで画像を高画質化してくれる便利なソフトウェア「HitPaw Photo AI」のレビューです。メイン機能は「高画質化」ですが、最近よく見るAI画像生成もでき、背景削除やオブジェクト削除にも対応しています。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					Vidnoz AI レビュー － 無料で試せるAI動画作成ツール、ブラウザー上で制作を完結でき、リアルなAIアバターがナレーションしてくれます				
			

		
		
			リアルなAIアバターがナレーションしてくれるAI動画作成ツール「Vidnoz AI」を試してみました。制作は非常に簡単ですが、ジャンルを選ぶ、というか、PowerPointのスライドをAI動画にする、というのが最もフィットします。動きの多い、長めの動画には不向きかな…。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					Microsoft PC Manager − OS標準機能として採用されてもおかしくない完成度の高さ。Microsoft純正ツールなので安心です				
			

		
		
			設定項目を簡単に調整でき、PCにあまり詳しくない初心者の人にも使いやすい、Microsoft純正のツール「Microsoft PC Manager」をご紹介します。もちろん無料。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



		
			
	
		
														
	


	
		
			
				
					Microsoftが簡易ワープロソフト「ワードパッド」の廃止を発表。今後はMicrosoft Word等の利用を推奨				
			

		
		
			もはや使っている人はかなり減っていると思いますが、Windowsのプリインストールアプリ「WordPad」が近い将来なくなります。WorPadでパソコンの基本操作を覚えたという人も少なくないと思いますので、一抹の寂しさはありますね…。		


				
			
				記事を読む
			

		
		
	



				

        
      


        
                  
      
      

      acer Swift 1 － 13.3インチのモバイルノートが14インチサイズにリニューアル！でもボディサイズはそのまま！？

      CHUWI Hi9 Air レビュー － 10.1インチでHelio X20を搭載するハイスペックなAndroidタブレット（実機レビュー：かのあゆ）

  


      

			
			コメント


				
				
				
						横山浩和 より:		

		
		
			2020年5月12日 12:39 AM		


		確認しましたが、不要なのでアンインストールの仕方をお教えください。

ＰＤＦも前の形式に戻したい。


		返信

				

				
	
				
				
						横山浩和 より:		

		
		
			2020年5月12日 12:41 AM		


		不要になりました、アンインストールの方法をお教えください。

前のＰＤＦ２４に戻したい。


		返信

				

					
				
				
						wintab より:		

		
		
			2020年5月12日 8:38 AM		


		設定アプリもしくはコントロールパネルからアンインストールできませんか？


		返信

				

				






			
								

		
		
		コメントをどうぞ コメントをキャンセル
メールアドレスが公開されることはありません。 ※ が付いている欄は必須項目です

名前 

メール 

サイト 

 新しいコメントをメールで通知
 新しい投稿をメールで受け取る
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	このサイトはスパムを低減するために Akismet を使っています。コメントデータの処理方法の詳細はこちらをご覧ください。


      

    
            

          
        

    
  
  
  

	
	


最近のオススメ



  
      
    


  
    MSI Summit E13 AI Evo A1M － Core Ultraを搭載し、高品質なペン入力にも対応するコンバーチブル2 in 1 PC
  






  
      
    


  
    INSCAPE Puzzle Box｜古代文明の謎を解き明かせ！立体パズルゲーム レビュー － 木製のデザインが映える、冒険心をくすぐるパズルボックス
  






  
      
    


  
    AGM PAD P2 － Android 14を搭載し、カメラも50MPの10.95インチタブレット。AGM製ですが「タフネス」ではありません
  






  
      
    


  
    DOOGEE T30 Max － 12.4インチの大型Androidタブレット、カメラは50MP、背面はレザー調で高級感もあります
  






  
      
    


  
    サンワサプライ フットペダル 400-MA179 － 足でパソコンを操作できるフットペダル、定型操作を割り当てておくと便利
  






  
      
    


  
    ASUS ROG Zephyrus G16 GU605 － 薄型で美しいデザインの16インチゲーミングノート。ディスプレイも有機ELです
  






  
      
    


  
    UMIDIGI BISON X20 － タフネススマホっぽくないデザインのタフネススマホ、セール価格に期待しましょう！
  







      最新セール情報
			Lenovoセール情報(3/2)

HPセール情報 (3/1)

ASUSセール情報(2/17)

DELLセール情報（1/23)

HP ウインタブ限定クーポン

Lenovoクーポン割引率一覧(3/9)

Dynabook読者優待サイト(7/17)



		

最近7日間の人気記事
	

MSI Prestige 13 AI Evo A1M レビュー－ 1kg切り、長時間駆動、ビジネスモ...

	

Blackview MEGA 1 － Helio G99搭載でカメラは50MP！WidevineもL...

	

Lenovo IdeaPad Slim 5i Gen 9 15.3 － 新型番のCPUを搭載、ディス...

	

Headwolf HPad 5 レビュー － Helio G99を搭載、プレーンなAndroid 1...

	

ASUS ROG Zephyrus G14 GA403 レビュー － 14インチで重さ1.5 kgの...

	

DOOGEE T30 Max － 12.4インチの大型Androidタブレット、カメラは50MP、背...

	

「H2testw」で容量偽装をチェック！あなたの使っているUSBメモリやSDカードは大丈夫？

	

ダイソーでApple Watchのアクセサリー類を揃えてみました。品質もよく、もちろん格安なのでおす...

	

Lenovo ThinkBook 14 Gen 7（Intel）－ カスタマイズ範囲が大きく、4つの...

	

Ulefone Power Armor 16S － 最大122dBの大音量スピーカーを搭載するタフネ...

	

Lenovo Yoga 7 2-in-1 Gen 9 14（AMD）/ Yoga 7i 2-in-1...

	

UMIDIGI BISON X20 － タフネススマホっぽくないデザインのタフネススマホ、セール価格...

	

Teclast T50 Pro レビュー － Helio G99搭載、Teclastの最上位タブレッ...

	

Lenovo ThinkPad T14 Gen 5/T14s Gen 5/T16 Gen 3 － T...

	

Lenovoセール情報（3/2）－ 新CPUを搭載するニューモデルが続々！人気のYoga 7i/Yo...




最新のコメント
	匿名 on Lenovo ThinkBook 14 Gen 7（Intel）－ カスタマイズ範囲が大きく、4つのCore Ultraプロセッサーを選べる14インチモバイルノートスペック スペック表の製品名部分が、「ThinkBook 14 Gen 6 (AMD)」になってます…
	匿名 on ASUS ROG Zephyrus G16 GU605 － 薄型で美しいデザインの16インチゲーミングノート。ディスプレイも有機ELですultra7+4060の型番の末尾"GS"が他品番の"G"と何が異なるかだけちょっと引っかかってます…
	匿名 on XPPen Magic Drawing Pad － ペンタブメーカーが手掛ける、筆圧レベル16,384のペン入力ができるAndroid タブレット公式のQ&Aに以下ありました。 ・OSバージョンアップできない ・Googleから重要なバグ…
	匿名 on Crelander YG14D など － 中華トンデモPCに全面デュアルスクリーンの波が到来？N95搭載ミニPCが2万円台、$150〜200程度なので、それをバラしてディスプレイ2枚付けたと考え…
	匿名 on Xiaomi 14 － Xiaomiのフラッグシップモデルがグローバルで発表されました。2月27日から発売記念セールがスタート！無印でも対応したのか。一気に購入候補になった。
	匿名 on XPPen Magic Drawing Pad － ペンタブメーカーが手掛ける、筆圧レベル16,384のペン入力ができるAndroid タブレットこれいいなと思ったけどカメラが出っ張ってるのが気になる。まっすぐ置いて絵書けないじゃん。ケースあるの…
	匿名 on XPPen Magic Drawing Pad － ペンタブメーカーが手掛ける、筆圧レベル16,384のペン入力ができるAndroid タブレットありそうでほぼなかった、アンドロイドのお絵かき特化タブレット。 自分もこの商品気になります。
	匿名 on Xiaomi 14 － Xiaomiのフラッグシップモデルがグローバルで発表されました。2月27日から発売記念セールがスタート！してますよ 既にフラグシップ帯では13U、Fold3が対応済なので14Uは当然ですが 今世代からハイ…
	匿名 on Xiaomi Redmi Watch 4 － ディスプレイが大型化し、バッテリー駆動時間も最大20日間となったスマートウォッチMI fitnessの通知設定が酷いのでそこさえ変われば買いなのかも
	匿名 on Xiaomi 14 － Xiaomiのフラッグシップモデルがグローバルで発表されました。2月27日から発売記念セールがスタート！DisplayPort Alternate Modeに対応した？

運営者情報
			

ウインタブの連絡先・運営ポリシーなどはこちらです。
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